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質問内容と答弁

甚大な災害が多発する昨今、最も情報伝達に対して即効性があり周知され易いのが、各携帯電話
会社が提供している緊急地震速報などの「緊急速報メール」である。本市として今すぐにでも活
用しなければならない重要なツールではないのか。
各携帯電話会社が提供している「緊急速報メール」サービスの活用については、
１．携帯電話の普及率が非常に高いこと、
２．防災メールのように登録の必要がないこと
３．観光客をはじめ市外から訪れている方たちにも届くこと
など多くのメリットがあり、大変効果が高い方法であると認識している。
　本サービスの利用については、各携帯電話会社に対する登録手続きは完了したので
今後の災害時には、避難指示など人命にかかわるレベルの事態においてしっかり活用して参る。
以上申し上げたように、災害に対し局面ごとの特性を捉え、住民への迅速かつ適確な情報提供を
行うため、防災行政無線をはじめ、防災メールや携帯電話、マスメディアなど様々な情報提供ツ
ールを活用して、一人でも多くの方が災害から身を守れるよう努めて参りたいと考えている。
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皆さんこんにちは。過去に例を見ない程の記録的な暑い夏も終わり、とても過ごし易い気候となってま
いりました。とは言え、台風シーズンを迎える季節でもあります。そこで本定例会では防災関連に絞っ
て行政の見解を伺いました。また、今回は電話会社と連携した「緊急速報メールの必要性」を強く訴え、
導入に至りましたことを含めご報告申し上げます。

〈裏面へつづく〉

電話会社と連携した緊急速報メールの導入について（危機管理課）
☆減災につなげる取り組みについて

今こそ多くの人が受信できる「緊急速報メール」を導入すべきではないのか？

緊急時に大変効果の高い方法と認識しており今後導入し活用していく
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県がこの度レッドゾーン指定案として発表した対象区域は、かなり多いものであると認識してい
る。実際レッドゾーンに指定された場合、今後の建築物にどのような規制が掛かるのか？
レッドゾーンに指定されると、区域内の開発行為や建築物の構造に対して一定の規制が掛かるこ
とになるが、その区域に住み続けることができなくなるわけではない。
区域内においても、土砂災害が起きたときの土石に耐えうる構造とすれば建築は可能となる。
何れにしても、個々の案件で条件が変わってくるので、計画があれば県や市の建築部局に相談を
お願いしたい。

行政への提言：今後、レッドゾーン指定区域においては、建築に係わる様々な行為の計画が想定
される。それに伴った補助等の支援措置も設けられるようだが、その準備についても遅滞なく進
めてもらいたい。「土砂災害から国民の生命及び身体を保護する」という本法の目的を達成するた
め、環境の整備と周知、啓発に努めて頂きたい。
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指定後の課題と行き届いた対応について（河川課）
☆土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定について

レッドゾーンに指定された場合、今後の建築物にどのような規制が掛かるのか？

個々の案件で条件が変わってくるので県や市の建築部局に相談をお願いしたい

災害時、特に交通網が寸断された際には、ヘリコプターによる空輸が被災者の大きなライフライ
ンになると言っても過言ではない。本市における、緊急時にヘリポートとなる場所が、広く周知
されているのかを問う。
特に災害時には、救助活動をはじめ負傷者の救急搬送や行方不明者の捜索活動などに大きく期待
できるものと思っている。「きらら」や平成23年1月から運航開始したドクターヘリの離着陸場は
県内でおよそ400箇所定められている。このうち岩国市においては、岩国医療センター屋上や学
校のグランドなど計66箇所が指定されている。この一覧は山口県のホームページに掲載されてい
るが、分かり易く地域に周知するために、市内各出張所の掲載スペースを利用して緊急着陸場の
一覧を掲示する等努めて参る。
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緊急用ヘリポートの周知について（危機管理課）

災害時の救助活動を視野に入れた緊急用ヘリポート場の周知は出来ているのか？

各出張所の掲載スペースに緊急着陸場の一覧を掲示する等で周知に努める

10月から岩国市では「所得制限を撤廃し、中学卒業までの医療費を全額助成」するサービ
スが始まりました。併せて昨年の12月定例会一般質問で合意した、中学卒業までの「イン
フルエンザワクチン接種費用の助成」もスタートし、接種一回当たり2,500円が助成され
ます。子育て日本一を目指す岩国市の新たな施策がスタートしました。

徒然記

☆今日の一句☆　 交付金　見えるカタチで　実現を！＾＾


